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跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 8号　　（2009 年 9月 15日）
「共同財」としてのアートのあり方を考える
─地方自治体の文化政策のあり方についての考察─
Art as a Shared Property of a Community


































































































































































































































































































































































































































































































跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 8号　2009 年 9月
J・ハーバーマス著、細谷貞雄・山田正行訳「公共性の構造転換」（未来社、1973）
P・ブルデュー著、石井洋二郎訳「ディスタンクシオン」（藤原書店、1990）
松宮秀治「芸術崇拝の思想」（白水社、2008）
松村圭一郎「所有と分配の人類学」（世界思想社、2008）
森村進編「リバタリアニズム読本」（勁草書房、2005）
参考とした新聞記事（掲載順）
「32年ぶり、滋賀県予算に修正案『福祉が不十分』自民会派提出へ」（京都新聞2008年3月1日）
「『びわ湖の衝撃』オペラ襲う」（朝日新聞2008年4月17日）
山崎正和「財政難　文化削る病弊」（読売新聞2008年4月29日）
「橋下知事が芸術論『残る文化は必死さが違う』」（アサヒコム2008年7月26日）
「橋下知事、予算査定も辛口　文化事業『補助に値するか』」（アサヒコム2009年1月31日）
